
（４）快適で活力に満ちた生活環境の形成
ア 快適な都市環境の形成
誰もが身近に自然とふれあえる快適な環境の

形成を図るため、歩いていける範囲の身近な公
園をはじめとした都市公園等の計画的な整備を
行っている。
また、良好な水辺空間の整備を行うことによ

り、河川、海岸等は、高齢者にとって憩いと交
流の場を提供する役割を果たしてきた。

イ 活力ある農山漁村の形成
「食料・農業・農村基本法」（平成１１年法律

第１０６号）に基づき策定された「食料・農業・
農村基本計画」（平成１７年３月閣議決定）を踏
まえ、農村において高齢者が健康に生涯現役で
活躍できるよう、高齢者グループの優良活動事
例の普及・啓発、医療関係者による健康状態調
査等の健康管理活動を実施するとともに、高齢
者活動支援施設等の整備を実施した。
農山漁村の健全な発展と活性化を図るため、

農山漁村地域の農林水産業生産基盤と生活環境
の一体的・総合的な整備を推進し、都市にも開
かれた美しくゆとりある農山漁村空間の創出を
図った。
また、高齢者が安心して活動し、暮らせるよ

う、農山漁村における農業施設等のバリアフ
リー化等の整備、ヘルパーや配食活動等を行う
農村女性グループの人材養成活動等を支援する
とともに、高齢者による農作業中の事故が多く
なっている実態を踏まえ、高齢者が安全に作業
できるよう、事故実態の詳細な調査・分析、安
全意識の啓発等を行った。
加えて、「森林・林業基本法」（昭和３９年法律

第１６１号）に基づき策定された「森林・林業基
本計画」（平成１８年９月閣議決定）を踏まえ、
高齢林業者の技術の伝承、豊かな社会経験に基

づく知恵の活用等に向けた支援を行った。
さらに、「水産基本法」（平成１３年法律第８９

号）に基づき策定された「水産基本計画」（平
成１９年３月閣議決定）を踏まえ、高齢者に配慮
した施設整備を実施した。

５ 調査研究等の推進

「調査研究等の推進」については、高齢社会
対策大綱において、次のような方針を示してい
る。

科学技術の研究開発とその活用は、高齢
化に伴う課題の解決に大きく寄与するもの
であることから、高齢者に特有の疾病及び
健康増進に関する調査研究、高齢者の利用
に配慮した福祉用具、生活用品、情報通信
機器等の研究開発など各種の調査研究等を
推進するとともに、そのために必要な基盤
の整備を図る。

（１）各種の調査研究等の推進
ア 高齢者に特有の疾病及び健康増進に関する
調査研究等
認知症、悪性新生物（がん）等の高齢期にか

かりやすい疾患については、研究事業等におい
て研究を推進した。
高齢者に特徴的な疾病・障害の予防、診断及

び治療並びにリハビリテーションについての研
究を実施した。また、高齢者を支える基盤とし
ての介護保険制度について、予防給付・地域支
援事業の評価、介護保険財政・サービス経営の
分析、高齢者の栄養状態の改善、医療と介護の
総合的提供体制の確立に取り組んだ。
また、がんについては、平成１９年４月に施行

された「がん対策基本法」（平成１８年法律第９８
号）に基づき、１９年６月に閣議決定された「が


